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【臨床研修の基本理念】 

臨床研修は、医師が、医師としての人格をかん養し、将来専門とする分野にかかわらず、

医学及び医療の果たすべき社会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁に

関わる負傷又は疾病に適切に対応できるよう、基本的な診療能力を身に付けることの

できるものでなければならない。 

 

【江南厚生病院理念】 

一、私たちは「患者さん中心の医療」を実践します 

一、私たちは患者さんの安心と信頼を得るように努力します 

一、私たちは医療人としての誇りと自信を持って行動します 

 

【病院訓】 

一、自分を見直し、甘えを反省しましょう 

一、患者さんの気持ちで、接しましょう 

一、お互いを理解し、仲良く働きましょう 

 

【基本方針】 

（１）高度・専門医療 

高度・専門医療を提供することで、尾張北部を中心とした地域の中核病院としての役

割を担う。 

（２）救命救急、災害医療 

救命救急センターとして、24時間体制で救急医療を提供する。災害時には、地域中

核災害拠点病院の役割を担う。 

（３）市民病院的な役割 

地域住民が安心して暮らせるよう、不採算医療を含む様々な病気に対応できる診療

体制を整え、安全で質の高い医療を提供する。 

（４）教育研修病院 

臨床研修指定病院として、また、各種学会認定の研修施設として、広く医療及び医

療従事者の資質向上に努める。 

（５）地域連携 

地域の医療機関や福祉施設等との連携強化を図ると共に、医療福祉関係者との研

修、人的交流を通じて地域の医療福祉の向上に努める。 

（６）予防医療 

健康管理センターを中心に健診の質向上を図り、生活習慣病を軸とした保健活動に

力を入れ、また、疾病の早期発見に努める。 
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【患者さんの権利と責任】 

１．患者さんは、個人的な背景の違いや病気の性質などにかかわらず、必要な医療を受

けることができます。 

国籍、宗教、性別、年齢、社会的地位、病気の種類などにかかわらず、どなたでも
平等に医療を受けることができます。ただし、病院の施設・設備上、必要な医療が
受けられないと予測される場合にはご相談のうえ適切に対応いたします。 

２．患者さんは、医療の内容、その危険性および回復の可能性についてあなたが理解で

きる言葉で説明を受け、十分な納得と同意の上で適切な医療を選択し受けることが

できます。 

主治医からの十分な説明を受け納得していただいたうえで、今後の医療内容につ
いて同意をいただくことになっています。主治医の説明が分かりにくい場合には、そ
の旨をお申し出ください。また、主治医が説明をする際には、できるだけ近親の方も
同席していただくことをおすすめします。高齢者や幼児など、意識や判断力が十分
でないと思われる方には代理人を立てていただき、相談や必要な同意をいただくこ
ともあります。なお、緊急の際にはそれができないこともありますのでご承知おきくだ
さい。 

３．患者さんは、今受けている医療の内容についてご自分の希望を申し出ることができま

す。 

あなたが今受けている治療、処置、検査、看護、食事、その他についてご希望があ
る場合は、お申し出ください。また、他の医療機関に移りたい場合、あるいはセカン
ドオピニオンを希望する場合には、その旨お申し出ください。あなたにとって適切な
治療処置について必要な情報を提供いたします。 

４．患者さんの医療上の個人情報は保護されています。 

あなたについて医療上知り得た内容をみだりに他に漏らさないことは、医療従事者
の当然の職務として遵守いたします。従って、あなたの個人的な情報が漏れる心配
はありませんのでご安心ください。なお、家族を含め他の人に知らせてほしくない場
合は前もってお知らせ下さるようお願いします。 

５．患者さんは、これらの権利を守るため、医療従事者と力を合わせて医療に参加、協力

する責任があります。 

あなたのアレルギー情報、既往歴などの健康に関する情報を提供いただくこと、注
射・採血・検査時等にお名前を名乗っていただいくことなどにより、医療過程におけ
る安心・安全に努め、患者さんとの信頼関係に基づいた医療を行います。 
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【職業倫理綱領】 

私たち江南厚生病院職員は、医療人としての職責の重さを深く認識し、厚生連ならび

に当院の理念に基づき、ここに次の職業倫理を定める。 

 

１．医療の質の向上のため、常に知識と技術の研鑽に努めます。 

２．医療従事者として各職種間の相互理解と協力により、良質な医療を提供します。 

３．医療の公共性を重んじ、関係法令を遵守します。 

４．医療を通して、この地域の発展に貢献します。 

 

【医療倫理綱領】 

江南厚生病院は、患者の人格・人権を重んずるとともに、医療の進歩に貢献するため、

ここに医療倫理を定める。 

 

１．患者の病気、地位、宗教、人種等により差別することなく平等な医療を提供します。 

２．患者との相互理解に努め、充分な説明のもと、自己決定権を尊重します。 

３．患者の人格・人権を守るため、守秘義務の遵守と個人情報の保護を徹底します。 

４．医療の進歩・発展に必要な臨床研究や倫理的問題については院内の委員会で審

査します。 
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江南厚生病院歯科医師臨床研修プログラムA 

 

１．プログラムの名称 

江南厚生病院歯科医師臨床研修プログラムA 

 

２．プログラムの特色 

歯科医学の高度化、複雑化に伴い、基礎的な歯科診療技術を確実に身につけ、プライ

マリーケアに十分に対応しうる臨床医を養成することが必要不可欠となる。そして歯科疾

患も全身疾患の一疾患であることを理解しつつ、全人的医療を行なうために各種基礎疾

患を持った患者の治療を通じて、総合的な治療を行うことが必要である。当院における臨

床研修プログラムは幅広い口腔外科疾患への対応、全身的リスクを有する患者への対応、

緊急時の初期対応が出来るような歯科医師を養成し、将来の口腔外科専門医を目指す、

意欲のある臨床研修歯科医を望んでいる。また研修期間中にBLSおよびACLSの講習も

あり、救急治療の手順を身に付けるように配慮している。 

 

３．研修施設 

（１）研修実施施設 

①施設名 

愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院 

②所在地 

愛知県江南市高屋町大松原１３７番地 

③施設長 

病院長 齊藤 二三夫 

④施設の概要 

別記1参照 

（２）研修協力施設 

①施設名 

医療法人メディカルアート 中央歯科クリニック 

②所在地 

愛知県江南市古知野町千丸228番地 

③施設長 

理事長 安藤 雅康 

 

４．プログラム責任者 

（１）総括責任者 

病院長 ： 齊藤 二三夫 

（２）プログラム責任者（指導責任者） 

歯科口腔外科代表部長：安井 昭夫 （指導歯科医、口腔外科専門医・指導医） 

（３）事務部門責任者 

事務部長 ： 朱宮 光輝  
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５．プログラム管理運営及び指導体制 

（１）歯科医師臨床研修管理委員会 

臨床研修全般の管理運営、歯科医師臨床研修管理委員会の立案、作成した歯科

医師臨床研修プログラムの管理、研修歯科医の管理と研修状況の評価（中断・修了

時の手続き・研修修了判定の評価を含む）、指導歯科医等の管理・指導、歯科臨床

研修の改善について調査研究などを行う。 

（２）プログラム責任者の役割 

①プログラム責任者は、２年間を通じて個々の研修歯科医の指導・管理（各研修歯

科医間の調整、各診療科の指導医間の調整や研修協力施設の調整など）を担当

する。 

②プログラム責任者は、指導歯科医と密接な連携をとり、研修歯科医の目標達成状

況を適宜把握し、研修歯科医が修了時までに到達目標を全て達成できるように調

整を行うとともに、歯科医師臨床研修管理委員会にその状況を報告する。 

（３）指導歯科医の役割 

指導歯科医は、担当する診療科での研修期間中、個々の研修歯科医について診療

行為も含めて指導を行い、適宜目標達成状況を把握する。 

（４）指導歯科医以外の歯科医師の役割 

上級歯科医師は、プログラム責任者及び指導歯科医の指示に従い、担当する診療

科での研修期間中、個々の研修歯科医の診療行為の指導を行い、プログラム責任

者及び指導歯科医に適宜目標達成状況を報告し、研修歯科医の到達目標の習得

を助ける。 

（５）指導体制 

原則として、指導歯科医とマンツーマンで外来・入院診療を行う。研修歯科医は、指

導歯科医の直接的指導の下で研修を行う、あるいは指導歯科医の指導の下で、指

導歯科医以外の歯科医（いわゆる上級歯科医）とともに診療チームを形成して研修

を行う。 

 

（歯科医師臨床研修管理委員会） 

総括責任者 病院長 内 科 齊藤 二三夫 

委員長 

プログラム責任者 

代表部長 歯科口腔外科 安井 昭夫 

委員 医員 歯科口腔外科 鶯塚 晃士 

委員 医員 歯科口腔外科 松井 義人 

委員 歯科衛生士 歯科口腔外科 水谷 晴美 

委員 看護課長 7東病棟 小川 和加子 

委員 事務部長 事務部門 朱宮 光輝 

委員 愛知学院大学歯学部顎口腔

外科学講座主任教授 

外部委員 栗田 賢一 

研修実施責任者 中央歯科クリニック 理事長 研修協力施設 安藤 雅康 
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６．募集人員   1 名 

募集方法  公募による 

選考方法  面接、書類審査、健康診断、小論文（手書きによる） 

          

７．プログラムの概要 

（１）研修目標の概要 

患者中心の全人的医療を理解して、全ての歯科医師に求められる基礎的な歯科診

療能力（知識、技能、態度）を身に付けることを目標とする。そして歯科医師として求

められる人格を涵養するために、将来の専門性にかかわらず、広く医学、医療のニ

ーズを認識しつつ、一生涯を通じて行われる自己研鑚をする態度を身に付ける。基

本的な歯科治療に必要な臨床能力を身につけた後、歯科臨床医としての独立の第

一歩とする。とくに日本口腔外科学会研修機関としての口腔外科の習得に力を入れ

ている。 

 

（２）研修施設及び期間 

施 設 名  愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院 

研修期間  ２年間 

研修開始の4月初旬から中旬にかけオリエンテーション、電子カルテシステムの説

明、各種見学などが行われる。 

 

（３）教育に関する行事 

  症例検討会：歯科口腔外科において週に1回程度行う。 

  抄読会：歯科口腔外科において月に1回程度行う。 

  入院症例報告会：研修歯科医による入院症例の報告を病棟にて週1回行う。 

 その他：講演会、CPC、学会発表（年1回） 

        またBLSおよびACLSの講習も研修期間中に学ぶ。 

 

８．研修歯科医の処遇 

常勤非常勤の別  常勤 

勤務時間   ８：３０ ～ １７：００ 休憩５０分 

時間外勤務  なし 

当直勤務   なし 

休日及び休暇 

日曜日、祝日、第２・４・５土曜日、特別休暇月１日、年末年始５日間１２/３０～１/３、

８/１５、有給休暇、産休等、労働基準法どおり。 

給与・月額（平成３０年度予定） 

 基本給 諸手当 月額合計 賞与／年 年 収 

一年次 270,000 40,000 310,000 1,160,000 4,880,000円 

二年次 270,000 40,000 310,000 1,240,000 4,960,000円 

 

保   険    健康保険、厚生年金、労災保険、雇用保険 

宿   舎    ワンルームマンション（男・女） 
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研 修 室    １室 

食   事    職員食堂（有料） ７：００ ～ １９：００ 

健康管理     健康診断 年２回 

歯科医師賠償責任保険 

病院において加入（別途個人加入は病院加入の保険会社を推奨） 

外部の研修活動 

   年１回の学会出張旅費支給ならびに総会費を支給。また、BLSおよびACLSの講

習費を支給。 

 

９．出願問い合わせ及び資料請求先 

〒４８３－８７０４ 愛知県江南市高屋町大松原１３７番地 

江南厚生病院 企画室 臨床研修担当 

TEL （０５８７）５１－３３３３（内線３０５０・３０５１） 

 

１０．研修目標 

   以下の「基本習熟コース」、「基本習得コース」を自らが確実に実践できることを基本と

し、頻度高く臨床経験する。 

 

１１．歯科医師臨床研修 

（１）基本習熟コース（１年目研修） 

医療人としての必要な態度や知識を含め、基本的な歯科診療及び口腔外科診療に必

要な臨床能力を身に付ける。 

 

（２）基本修得コース（２年目研修） 

歯科医学、歯科医療の進歩向上に対応できる資質の向上を目指す。生涯にわたって有

益となる研修を行うために、より広範囲の歯科医療についての知識、態度及び技能を習

得する。 

 

１２．研修内容 

（１）基本習熟コース（１年目研修） 

１年目研修では、厚生労働省の卒後臨床研修到達目標を基本とした研修を行う。 

① 歯科口腔外科外来研修を行う。 

・齲蝕の診断、治療計画の立案、基本的な修復処置。 

・歯髄処置。 

・歯周病の診断、治療計画の立案、基本的な歯周治療。 

・床義歯の調整、修理。 

・クラウンの形成、装着。 

・床義歯の作成、装着。 

・口腔顎顔面外科系疾患に応じた検査と診断、治療計画の立案、口腔外科疾患の治

療、投薬方法の習得。 

・口腔外科小手術の基本術式の習得、指導医の下で単純ならびに埋伏歯の抜歯、炎

症に対する消炎手術など１００症例以上の経験を目標とする。 
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②入院患者に対する研修を行う。 

・歯科口腔外科入院患者の術前、術中、術後の全身状態の評価及び治療。 

・医科入院患者の口腔ケア及び歯科治療。 

 

 

（２）基本修得コース（２年目研修） 

２年目研修では、１年目研修での到達目標の再評価を行い、基本的診療能力の向上を

はかる。また、研修期間中には麻酔科指導医の下で全身麻酔を担当し、１００症例以上

の経験を目標とする。 

①患者管理を広い視点から学ぶ目的で医科の見学研修を行う。 

②１年目研修での臨床経験及び、知識・技能を評価し、評価結果を麻酔科の長に提出

し、基準を満たした場合に医科麻酔科研修を行う。 

③歯科口腔外科の外来、病棟、手術室での研修を中心とし、入院手術症例についても

積極的に執刀させる。なお、研修歯科医の能力と将来の希望に応じ、他科の見学研

修も継続して可能とする。 

④地域医療として、歯科医師会と協力し、検診を行う。 

 

１３．研修の到達目標 

個々の歯科医師が患者の立場に立った歯科医療を実践できるようになるために、臨機

応変に応用力を発揮できるような臨床能力を身に付ける。 

 

＊１年目研修 到達目標 

【一般目標】 

個々の歯科医師が患者の立場に立った歯科医療を実践できるようになるために、基本

的な歯科治療に必要な臨床能力を身に付ける。 

（１） 医療面接 

【一般目標】 

患者中心の歯科診療を実施するために、医療面接についての知識、態度、技能を身に

付け実践する。 

【行動目標】 

① コミュニケーション・スキルを実践する。  

② 病歴（主訴、現病歴、既往歴、家族歴）聴取を的確に行なう。  

③ 病歴を正確に記録する。  

④ 患者の心理・社会的背景に配慮する。  

⑤ 患者・家族に必要な情報を十分に提供する。  

⑥ 患者の自己決定を尊重する。（インフォームドコンセントの構築）  

⑦ 患者のプライバシーを守る。  

⑧ 患者の心身におけるＱＯＬ（Quality Of Life）に配慮する。  

⑨ 患者教育と治療への動機付けを行なう。  
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（２） 総合診療計画  

【一般目標】  

効果的で効率の良い歯科診療を行なうために、総合治療計画の立案に必要な能力を身

に付ける。  

【行動目標】  

① 適切で十分な医療情報を収集する。  

② 基本的な診査（基本的な検査を含む）を実践する。  

③ 基本的な診査の所見を判断する。  

④ 得られた情報から診断する。  

⑤ 適切と思われる治療法及び別の選択肢を提示する。  

⑥ 十分な説明による患者の自己決定を確認する。  

⑦ 一口腔単位の治療計画を作成する。  

 

（３） 予防・治療技術  

【一般目標】 

歯科疾患と機能障害を予防・治療・管理するため、必要な基本的技術を身に付ける。 

【行動目標】 

① 基本的な予防法の手技を実施する。 

② 基本的な治療法の手技を実施する。 

③ 医療記録を適切に作成する。 

④ 医療記録を適切に管理する。 

 

（４） 応急処置 

【一般目標】 

一般的な歯科疾患に対処するために、応急処置を要する症例に対して、必要な臨床能

力を身に付ける。 

【行動目標】 

① 疼痛に対する基本的な治療を実践する。 

② 歯、口腔及び顎顔面の外傷に対する基本的な治療を実践する。 

③ 修復物、補綴装置等の脱離と破損及び不適合に対する適切な処置を実践する。 

 

（５） 高頻度治療 

【一般目標】 

一般的な歯科疾患に対処するために、高頻度に遭遇する症例に対して、必要な臨床能

力を身に付ける。 

【行動目標】 

① 齲蝕の基本的な治療を実践する。 

② 歯髄疾患の基本的な治療を実践する。 

③ 歯周疾患の基本的な治療を実践する。 

④ 抜歯の基本的な処置を実践する  

⑤ 咬合・咀嚼障害の基本的な治療を実践する。 
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（６） 医療管理 

【一般目標】 

歯科医師の社会的役割を果たすため、必要となる医療管理・地域医療に関する能力を

身に付ける。 

【行動目標】 

① 保険診療を実践する。 

② 保険診療について説明する。 

③ チーム医療を実践する。 

④ 他の医師、歯科医師、歯科衛生士等と情報交換する。 

 

＊２年目研修 到達目標 

【一般目標】 

生涯にわたる研修を行うために、より広範囲の歯科医療について知識、態度及び技能を

習得する。 

 

（１） 救急処置 

【一般目標】 

歯科診療を安全に行うために、必要な救急処置に関する知識、態度及び技能を習得す

る。 

【行動目標】 

① バイタルサインを観察し、異常を評価する。 

② 服用薬剤の歯科診療に関連する副作用を説明する。 

③ 全身疾患の歯科診療上のリスクを説明する。 

④ 歯科診療時の全身的合併症への対処法を説明する。 

⑤ 一次救命処置を実践する。 

⑥ 二次救命処置を説明する。 

 

（２） 医療安全・感染予防 

【一般目標】 

円滑な歯科診療を実施するために、必要な医療安全・感染予防に関する知識、態度及

び技能を習得する。 

【行動目標】 

① 医療安全対策を説明する。 

② アクシデント及びインシデントを説明する。 

③ 医療事故について説明する。 

④ 医療過誤について説明する。 

⑤ 院内感染対策を説明する。 

⑥ 院内感染対策を実践する。 
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（３） 経過評価管理 

【一般目標】 

自ら行った治療の経過を観察評価するために、診断及び治療に対するフィードバックに

必要な知識、態度及び技能を習得する。 

【行動目標】 

① リコールシステムの重要性を説明する。 

② 治療の結果を評価する。 

③ 予後を推測する。 

 

（４） 予防・治療技術 

【一般目標】 

 生涯研修のために必要な専門的知識や高度先進的技術を理解する。 

【行動目標】 

① 積極的に情報を収集する能力と、得られた情報を評価する能力を身に付ける。 

② 専門的な分野を体験する。 

③ ＰＯＳに基づいた医療を説明する。 

④ ＥＢＭに基づいた医療を説明する。 

 

（５） 医療管理 

【一般目標】 

適切な歯科診療を行うために、必要となるより広範囲な歯科医師の社会的役割を理解す

る。 

【行動目標】 

① 歯科医療機関の経営管理を説明する。 

② 常に、必要に応じた医療情報の収集を行う。 

③ 適切な放射線管理を実践する。 

④ 放射線防護を実践する。 

⑤ 医療廃棄物を適切に処理する。 

 

（６） 地域医療 

【一般目標】 

歯科診療を適切に行うために、地域医療についての知識、態度及び技能を習得する。 

【行動目標】 

① 地域歯科保健活動を説明する。 

② 地域歯科保険活動を実践する。 

③ 歯科訪問診療を説明する。 

④ 医療連携を実践する。 

 

（７） 医療系研修 

【一般目標】 

症例検討に参加し、歯科診療上で必要になる基礎疾患の知識を習得し、全身疾患の理

解を深める。 
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【行動目標】 

① 歯科診療上で問題となる疾患を理解し評価できる。 

② 合併症を持った患者を安全に治療できる。 

③ 専門医に適切な対診を行ない、助言を得る。 

 

（８） 麻酔科研修 

【一般目標】 

歯科診療において、より安全で質の高い全身管理と麻酔の知識を習得する。 

【行動目標】 

① 術前状態の評価ができる。 

② 術前回診を適切に行い、必要に応じて専門医に対診できる。 

③ 麻酔方法が決定できる。 

④ 麻酔中の合併症への対応ができる。 

⑤ 緊急時の気道確保法を経験する。 

 

１４．研修歯科医の到達度、自己評価 

（１）個々の項目と到達目標については、研修期間中に適宜評価する。各項目における目

標の達成度を自己評価する。評価は、下記評価表に従って評価する。 

＜研修の評価表＞ 

到達レベル（１～５） 

５ ： 独立してできる。 

４ ： ほとんど独立してできる。 

３ ： 多くの部分で指導を受けながら、自分でできる。 

２ ： 手伝うことができる。 

１ ： できない。 

（２）研修歯科医に対する指導医評価 

研修歯科医に対する指導医評価表については、別に定める。 

 

１５．到達目標の達成に必要な症例数 

①当院は、二次医療であるため、口腔外科疾患と関連した症例数や研修内容が多い傾

向となる。 

（必要症例数） 

口腔裂傷止血縫合術 ５件 

普通抜歯術 ５０件 

埋伏抜歯術 ５０件 

歯根嚢胞摘出 ５件 

下顎骨骨折観血的整復固定術 ５件 

下顎骨骨折非観血的整復固定術（顎間固定術） ５件 

静脈確保 １００件 

を到達目標とする。 

②入院患者に対して、歯科治療（保存・補綴治療）の症例に限られているため、必然的に

歯周治療、根管治療、保存修復治療、補綴治療が少ない傾向となる。 



 - 13 - 

（必要症例数） 

義歯修理 ５件 

保存修復治療 ５件 

歯周治療 ５件 

根管治療 （抜髄・感染根管処置） ５件 

を到達目標とする。 

③二年次研修からは、麻酔科研修に４か月従事する。呼吸管理、気管内挿管を必要とす

る。 

（必要症例数） 

全身麻酔症例１００件 

を到達目標とする。 

 

１６．臨床研修の修了 

（１）臨床研修の修了基準 

ア 研修実施期間の評価 

管理者は、研修歯科医が研修期間の間に、以下に定める休止期間の上限を減じ

た日数以上の研修を実施しなければ修了と認めない。 

（ア）休止の理由 

研修休止の理由として認めるものは、傷病、妊娠、出産、育児その他正当な理由

（研修プログラムで定められた年次休暇を含む）であること。 

 

（イ）必要履修期間等についての基準 

研修期間を通じた休止期間の上限は９０日（研修機関（施設）において定める休日

は含めない。）とする。 

（ウ）休止期間の上限を超える場合の取り扱い 

研修期間終了時に当該研修歯科医の研修休止期間が９０日を超える場合には、

未修了とするものである。この場合、原則として引き続き同一の研修プログラムで

研修を行い、９０日を超えた日数分以上の日数の研修を行う。 

（エ）プログラム責任者の役割 

プログラム責任者は、研修休止の理由の正当性を判定し、履修期間の把握を行

わなければならない。研修歯科医が修了基準を満たさなくなる恐れがある場合に

は、事前に研修管理委員会に報告・相談するなどして対策を講じ、当該研修歯科

医があらかじめ定められた研修期間内に研修を修了できるように努めなければな

らない。 

イ 臨床研修の到達目標（臨床歯科医としての適性を除く。）の達成度の評価 

管理者は、研修歯科医があらかじめ定められた研修期間を通じ、各到達目標につ

いて達成したか否かの評価を行い、少なくとも到達目標に示されたすべての項目

について目標を達成しなければ、修了と認めない。 

基本習熟コースの目標達成については、研修歯科医が医療の安全を確保し、か

つ、患者に不安を与えずに行うことができる場合に当該項目を達成したと考えるも

のである。 
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基本修得コースの目標達成については、臨床研修終了後、早期に習熟すべき項

目であり、臨床研修中に頻度高く臨床経験した場合に当該項目を達成したと考え

るものである。 

ウ 臨床歯科医としての適性評価 

管理者は、研修歯科医が以下に定める各項目のいずれかに該当する場合は、修

了と認めない。 

臨床歯科医としての適性の評価は非常に困難であり、極めて慎重な検討が必要

である。なお、原則として、単一の臨床研修施設、特に一人の指導歯科医のみで

は、その程度が著しい場合を除き臨床歯科医としての適性の判断を行うべきでは

なく、少なくとも複数の指導歯科医の評価、あるいは複数の臨床研修施設におけ

る臨床研修を経た後に評価を行う。 

 

１７．修了認定 

歯科医師臨床研修管理委員会を開催し修了認定の承認を受ける。また、修了と認め

た場合、速やかに当該研修歯科医に関する事項を記載した臨床研修修了証を交付

する。 

 

１８．研修終了後の進路 

江南厚生病院歯科口腔外科では研修終了後の進路に不安のないように、いくつか

の選択肢を設定して進路相談することを心がけています。当院で2年間の研修終了

後、愛知学院大学歯学部顎口腔外科学講座に入局し、口腔外科疾患の臨床経験

や学術活動の研鑽を重ね、高度な専門教育を受けて幅広い見識を得ることを期待し

ています。また大学院生として博士号取得を目指す進路も選択肢として設定し、将

来に対する可能性や希望を与えるように配慮しています。 5年、10年後を見据えて将

来、口腔外科専門医として活躍することを考えて、大学病院でその基礎を築く道を歩

んで欲しいと思います。 
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〈〈〈〈    別記別記別記別記    １１１１    〉〉〉〉    

 

【病院概要】 

江南厚生病院は、同じ愛知県厚生連が運営する愛北病院と昭和病院の老朽化・狭隘

化・機能の重複を解消し、統合によって、高度・専門医療の提供と急性期から慢性期まで

の医療を提供する病院へと生まれ変わりました。 

 

① 開 設 者 愛知県厚生農業協同組合連合会 代表理事理事長 佐治 康弘 

 

② 病 院 長 齊藤 二三夫 

 

③ 診療科目 内科、神経内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、血液・腫瘍内

科、腎臓内科、内分泌・糖尿病内科、緩和ケア内科、精神科、小児科、外

科、消化器外科、乳腺・内分泌外科、呼吸器外科、心臓血管外科、整形

外科、リウマチ科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳

鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、臨床検査科、

救急科、歯科口腔外科、麻酔科、形成外科、小児外科。  合計 ３３ 科 

 

④ 病 床 数 ６８４床 （ 地域包括ケア病棟５４床、歯科口腔外科４床含む ） 

 

⑤ 職 員 数 （平成30年4月1日現在） 

１，４１７名 （準職員含む、 臨時職員・派遣職員除く） 

医師１５３人（医科研修医２８人含む）、歯科医師５人（研修歯科医２人含

む）、 薬剤師４３人、 放射線技師３８人、 検査技師５３人、 理学療法士

人１８人、 作業療法士８人、 言語聴覚士６人、 管理栄養士９人、 臨床

心理士２人、 ソーシャルワーカー１６人、 歯科衛生士５人、 歯科技工士

２人、 臨床工学技士１５人、 視能訓練士５人、ＯＭＡ１人 

看護師７５９人 （保健師３人、 助産師３３人、 看護師７０８人、 准看護

師１５人） 

事務職１０１人、 技能職他１７８人 

 

⑥ 看護単位  ２０単位 

 

⑦ 各種指定 

1 保険医療機関 

2 労災保険指定医療機関 

3 生活保護法指定医療機関 

4 結核予防法指定医療機関 

5 公害医療機関 

6 被爆者一般疾病医療機関 

7 母体保護法指定医療機関 

8 指定養育医療機関 
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9 指定自立支援医療機関（更生医療・育成医療） 

10 労災保険二次健診等給付指定医療機関 

11 小児慢性特定疾患治療研究事業委託医療機関 

12 肝疾患専門医療機関 

13 救命救急センター 

14 救急告示病院（二次） 

15 災害拠点病院 

16 地域周産期母子医療センター 

17 産科医療保障制度加入医療機関 

18 医療機能評価認定医療機関 

19 人間ドック健診施設機能評価認定施設 

20 特定医療（指定難病）指定医療機関 

21 愛知県がん診療拠点病院 

 

⑧ 学会認定 

1 臨床研修指定病院 

2 歯科臨床研修指定病院 

3 日本内科学会認定医制度教育病院 

4 日本血液学会認定血液研修施設 

5 非血縁者間骨髄採取・移植認定施設 

6 非血縁者間末梢血幹細胞採取・移植認定施設 

7 非血縁者間造血幹細胞移植認定施設 

8 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設 

9 日本不整脈学会・日本心電学会認定不整脈専門医研修施設 

10 日本高血圧学会専門医認定施設 

11 日本呼吸器内視鏡学会専門医制度認定施設 

12 日本呼吸器学会認定施設 

13 日本アレルギー学会認定教育施設（呼吸器内科） 

14 日本消化器病学会専門医制度認定施設 

15 日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設 

16 日本内分泌学会内分泌代謝科専門医制度認定教育施設 

17 日本糖尿病学会認定教育施設 

18 日本甲状腺学会認定専門医施設 

19 日本腎臓学会研修施設 

20 日本透析医学会専門医制度認定施設 

21 日本小児科学会専門医制度研修施設 

22 日本周産期・新生児学会専門医制度新生児研修施設 

23 日本外科学会外科専門医制度修練施設 

24 日本乳癌学会認定医・専門医制度関連施設 

25 日本内分泌外科学会・日本甲状腺外科学会専門医制度認定施設 

26 呼吸器外科専門医制度関連施設 

27 日本消化器外科学会専門医制度専門医修練施設 
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28 日本整形外科学会専門医制度研修施設 

29 日本リウマチ学会教育施設 

30 日本手外科学会専門医制度認定研修施設 

31 日本脳神経外科学会専門医認定制度指定訓練施設 

32 日本アレルギー学会認定教育施設（皮膚科） 

33 日本泌尿器科学会専門医教育施設 

34 日本産科婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設 

35 日本眼科学会専門医制度研修施設 

36 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設 

37 日本口腔外科学会専門医制度研修施設 

38 日本麻酔科学会認定病院研修施設 

39 日本救急医学会救急科専門医指定施設 

40 日本プライマリ・ケア学会認定医制度研修施設 

41 日本臨床腫瘍学会認定研修施設 

42 日本感染症学会認定研修施設 

43 日本臨床細胞学会認定施設 

44 日本病理学会病理専門医制度認定病院Ｂ 

45 日本がん治療認定医機構認定研修施設 

46 日本医学放射線救急医学会救急科専門医指定施設 

 

 

【施設概要】 

① 敷地面積 80,375.4㎡（保育所・看護宿舎・看護学校含む） 

② 建築面積 27,883.7㎡（駐車場等の附属建物含む） 

③ 延床面積 79,816.8㎡（駐車場等の附属建物含む） 

④ 構造規模 鉄骨造・一部鉄骨筋コンクリート造、免震構造、地上８階。 

⑤ 建物構成 地上８階、搭屋１階、屋上ヘリポート。 

⑥ 駐車場 1，545台分設置（外来一般用885、身障用21、業者用34、公用車9、訪問

業務用15、職員用581） 

⑦ 主要設備 

血液細胞療法センター、こども医療センター、循環器センター、脊椎脊髄センター、

透析センター、内視鏡センター、救命救急センター、集中治療管理室（ＩＣＵ）、新

生児集中管理室（ＮＩＣＵ）、ライナック装置、ＰＥＴ－ＣＴ、６４列ヘリカムＣＴ、ＭＲＩ、

ＲＩ、ＥＳＷＬ、放射線治療装置リニアック、マンモ（乳房）撮影装置、血管撮影装置、

Ｏ-ａｒｍ、全館電子カルテなど。 
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１年目研修期間割（スケジュール）

基本習熟コース 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（1）医療面接（①～⑨は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○ ○

⑥ ○ ○ ○ ○

⑦ ○ ○ ○ ○

⑧ ○ ○ ○ ○

⑨ ○ ○ ○ ○

（2）総合診療計画（①～⑦は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○ ○

⑥ ○ ○ ○ ○

⑦ ○ ○ ○ ○

（3）予防・治療技術（①～④は行動目標） 
① ○ ○ ○

② ○ ○ ○

③ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○

（4）応急処置（①～③は行動目標） 
① ○ ○ ○

② ○ ○ ○

③ ○ ○ ○

（5）高頻度治療（①～⑤は行動目標） 
① ○ ○ ○

② ○ ○ ○

③ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○

（6）医療管理（①～④は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○  

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価
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2年目研修期間割（スケジュール）

基本習熟コース 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（1）救急医療面接（①～⑥は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○ ○

⑥ ○ ○ ○ ○

（2）医療安全・感染予防（①～⑥は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○ ○

⑥ ○ ○ ○ ○

（3）経過評価管理（①～③は行動目標） 
① ○ ○ ○

② ○ ○ ○

③ ○ ○ ○

（4）予防・治療技術（①～④は行動目標） 
① ○ ○ ○

② ○ ○ ○

③ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○

（5）医療管理（①～⑤は行動目標） 
① ○ ○ ○

② ○ ○ ○

③ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○

（6）地域医療（①～④は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○  

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○

（７）医療系研修（①～③は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

（８）医療管理（①～⑤は行動目標） 
① ○ ○ ○ ○  

② ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○

⑤ ○ ○ ○ ○

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価

繰り返し習熟
形成的評価
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研修歯科医氏名

研修プログラム番号

1 医療面接

2 総合診療計画

3 予防・治療技術

4 応急処置

5 高頻度治療

6 医療管理

研修実地責任者確認 ㊞ ㊞ ㊞

プログラム責任者確認 ㊞ ㊞ ㊞

指導歯科医確認 ㊞ ㊞ ㊞

【評価基準】

090023002

基
本
習
熟
コ
ー
ス

ＦＥＤＣＢＡ

よくできた できた
未経験

ふつう あまりできない できない
（見学・介助含む）

平成３1年度　江南厚生病院　１年目歯科医師臨床研修評価表 ①

（４～６月） （７～１２月） （１～３月）

評価 ３評価 ２評価 １
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１．医療面接

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

患者の自己決定を尊
重する

患者のプライバシーを
守る

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

病歴聴取を的確に行
う

病歴を正確に記録す
る

コミュニケーションスキ
ルを実践する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）

㊞総合評価

基本習熟コース

患者の心身における
ＱＯＬに配慮する

患者教育と治療への
動機づけを行う

㊞ ㊞

患者の心理・社会的
背景に考慮する

患者・家族に情報を提
供する
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２．総合診療計画

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

説明による患者の自
己決定を確認する

一口腔単位の治療計
画を作成する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

基本的な診察・検査を
する

基本的な診察・検査の
所見を判断する

医療情報を収集する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）

㊞総合評価

基本習熟コース

㊞ ㊞

得られた情報から診断
する

適切な治療法及び別
の選択肢を提示する
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３．予防・治療技術

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本習熟コース

㊞ ㊞

医療記録を適切に管
理する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

基本的な治療法の手
技を実施する

医療記録を適切に作
成する

基本的な予防法の手
技を実施する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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４．応急処置

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

歯、口腔及び顎顔面
の外傷に対する基本
的な治療を実践する

修復物、補綴装置の
脱離、破損、不適合に
対して適切な処置を
実践する

痛みに対する基本的
な治療を実践する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）

㊞総合評価

基本習熟コース

㊞ ㊞
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５．高頻度治療

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本習熟コース

㊞ ㊞

抜歯の基本的処置を
実践する

咬合・咀嚼障害の基
本的治療を実践する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

歯髄疾患の基本的治
療を実践する

歯周疾患の基本的治
療を実践する

う蝕の基本的治療を実
践する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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６．医療管理

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

保険診療について説
明する

チーム医療を実践す
る

保険診療を実践する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）

㊞総合評価

基本習熟コース

㊞ ㊞

他の医師、歯科医師、
歯科衛生士等と情報
を交換する

 



 - 27 - 

【その他特記事項】
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研修歯科医氏名

研修プログラム番号

1 救急処置

2 医療安全・感染予防

3 経過評価管理

4 予防・治療技術

5 医療管理

6 地域医療

7 医療系研修

8 麻酔科研修

研修実地責任者確認 ㊞ ㊞ ㊞

プログラム責任者確認 ㊞ ㊞ ㊞

指導歯科医確認 ㊞ ㊞ ㊞

【評価基準】

090023002

基
本
修
得
コ
ー
ス

ＦＥＤＣＢＡ

よくできた できた
未経験

ふつう あまりできない できない
（見学・介助含む）

平成３１年度　江南厚生病院　２年目歯科医師臨床研修評価表 ①

（４～６月） （７～１２月） （１～３月）

評価 ３評価 ２評価 １
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１．救急処置

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

歯科診療時の全身的
合併症への対処法を
説明する

一次救命処置を実践
する。

二次救命処置を説明
する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

服用薬剤の歯科診療
に関連する副作用を
説明する

全身疾患の歯科診療
上のリスクを説明する

バイタルサインを観察
し、異常を評価する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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２．医療安全・感染予防

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

医療過誤について説
明する

院内感染対策を説明
する

院内感染対策を実践
する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

アクシデント及びイン
シデントを説明する

医療事故について説
明する

医療安全対策を説明
する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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３．経過評価管理

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

治療の結果を評価す
る

予後を推測する

リコールシステムの重
要性を説明する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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４．予防・治療技術

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

専門的な分野を体験
する

ＰＯＳに基づいた医療
を説明する

積極的に情報を収集
する能力と、得られた
情報を評価する能力
を身に付ける

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

ＥＢＭに基づいた医療
を説明する
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５．医療管理

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

放射線防護を実践す
る

医療廃棄物を適切に
処理する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

常に、必要に応じた医
療情報の収集を行う

適切な放射線管理を
実践する

歯科医療機関の経営
管理を説明する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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６．地域医療

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

医療連携を実践する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

地域歯科保険活動を
実践する

歯科訪問診療を説明
する

地域歯科保健活動を
説明する

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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7．医療系研修

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

合併症を持った患者
を安全に治療できる

専門医に適切な対診
を行ない、助言を得る

歯科診療上で問題と
なる疾患を理解し評価
できる

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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８．麻酔科研修

1 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

7 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

㊞総合評価

基本修得コース

㊞ ㊞

麻酔中の合併症への
対応ができる

緊急時の気道確保法
を経験する

研修評価一覧
Ｕｎｉｔｓ

術前回診を適切に行
い、必要に応じて専門
医に対診できる

麻酔方法が決定でき
る

術前状態の評価がで
きる

評価 １　（４～６月） 評価 ２　（７～１２月） 評価 ３　（１～３月）
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【その他特記事項】
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【評価基準】

㊞

㊞

Ｅ

Ｆ

よくできた

できた

ふつう

あまりできない

できない

未経験（見学・介助含む）

Ｃ

Ｄ

プログラム責任者

指導歯科医

Ａ

Ｂ

5

研修実施責任者

保存修復

補綴治療

口腔外科

歯内療法

歯周治療

㊞

6 基本的な臨床

3

4

1

項目

研修プログラム番号

平成３１年度　江南厚生病院　歯科医師臨床研修評価表 ②

<講義・院内研修>

研修歯科医氏名

090023001

2
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1）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

１．保存修復

Ｕｎｉｔｓ 評価 ①（４～６月）

隣接面の保護

窩洞修正

印象材練和と印象
採得

適切な概形

研磨

アンダーカットの
有無

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

インレー修復

仮封

レジン修復

適切な窩洞

シェードテイキング

歯面処理

充填操作・重合

形態修正
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1）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

隣接歯・歯肉への
侵襲

暫間クラウン

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

アンダーカット

形成面の滑沢度

バーの選択

支台歯形成・暫間クラ
ウン

マージン

支台築造

２．補綴治療

Ｕｎｉｔｓ 評価 ①（４～６月）

歯軸方向・テー
パー

支台歯の概形成

築造窩洞形成

根管形成

既製ポスト選択

コア材築造

適切な削除量
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1）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑦ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑧ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑨ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑦ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

静脈確保

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

ＡＥＤ装着と操作

呼吸確認

吹き込み式人工
呼吸

心臓マッサージ

評価 ①（４～６月）

アンビューバック
による人工呼吸

脈拍の確認

救急蘇生

意識の確認

緊急事態の報告

気道確保

伝達麻酔

浸潤麻酔

歯肉切開

３．口腔外科

Ｕｎｉｔｓ

抜歯術

骨削除

歯冠分割

点滴セットに接続
する

カニューレを固定

歯牙脱臼

縫合

静脈を固定

静脈穿刺

静脈内にカニュー
レを進める
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1）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑦ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑧ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑨ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑩ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑪ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

４．歯内療法

Ｕｎｉｔｓ 評価 ①（４～６月）

根管清掃操作

根管口形成

簡単な根管治療

ポジション

タービン操作（レス
ト等）

外形

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

綿栓

髄室壁

根管長測定

ファイリング操作

スプレダー操作

プラガー操作

仮封

根管貼薬

仮封

シーラー練和

ピンセット操作（ポ
イント把持）

根管充填
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1）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆスケーラー操作

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

５．歯周治療

Ｕｎｉｔｓ 評価 ①（４～６月）

ＳＲＰ

術前前後の説明

歯肉縁下歯石の
触診



 - 44 - 

1）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑦ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑧ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑨ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

2）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

静脈穿刺（サーフ
ロー針）

三法活栓の取扱

抜針

注射薬のミキシン
グ
静脈穿刺（翼状
針）

救急蘇生と患者管理

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

本日の治療説明

わかりやすい言葉
で説明

患者の訴え聴取

治療方法の説明

６．基本的な臨床 ①

Ｕｎｉｔｓ 評価 ①（４～６月）

患者の意思確認

既往歴聴取

初診面接（コミュニ
ケーション）

挨拶

自己紹介

患者の名前確認

サチュレーション
モニター装着

心電図電極装着

患者管理

酸素吸入

脈拍測定

血圧測定

自動血圧計装着
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4）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

5）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑦ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑧ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑨ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑩ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

6）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

デンタルミラー

知覚過敏検査

歯石沈着の有無

歯肉・粘膜検査

咬合状態検査

侵潤麻酔

清掃状態確認

修復物適合検査

隣接面う触検査

注入量

表面麻酔

カートリッジ補填

針装填

刺入点選択

注入速度

評価 ①（４～６月）

概形印象

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

歯数・歯列確認

硬組織欠損検査

６．基本的な臨床 ②

Ｕｎｉｔｓ

口腔内での位置

撤去

トレーの選択

患者の姿勢

アルジネート練和

口腔内状態の記録
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7）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

8）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

9）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

10）

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

デンタル撮影と読
影

パノラマ撮影と読
影

切開

評価 ②（７～１２月） 評価 ③（１～３月）

縫合

抜糸

Ｘ線写真の撮影と読影

メスの準備

持針器の準備

６．基本的な臨床 ③

Ｕｎｉｔｓ 評価 ①（４～６月）

縫合（模型）

超音波による縁上
歯石除去

歯周組織検査

患者への説明

歯周ポケット測定

動揺度測定

出血指数

スケーリング

 


